
 帆⾛指⽰書 Ver.2   2021/12/8 

  第74回全⽇本スナイプ級ヨット選⼿権⼤会 
  開催地：神奈川県 葉⼭港 

 ⼤会期間：2021 年12⽉ 8 ⽇（⽔）〜 12⽉ 12⽇（⽇） 
 共 催：（⼀社）⽇本スナイプ協会 （⼀社）⽇本スナイプ協会関東フリート 
 公 認：（公財）⽇本セーリング連盟  [公認番号2021-36 ] 
 協 ⼒：神奈川県セーリング連盟 リビエラリゾート 

 帆⾛指⽰書 (Sailing Instructions） 
 略語 

 [SP]  レース委員会、またはテクニカル委員会が審問なしに標準ペナルティを適⽤することができる 
 規則を意味する。これはRRS 63.1およびRRS A5を変更している。当該委員会はその規則の違 
 反を抗議することもでき、その場合には審問を経てプロテスト委員会の裁量によりペナルティ 
 が決定される。 

 [NP]  艇による抗議の根拠とはならないことを意味する。これはRRS 60.1（a）を変更している。 

 1 適⽤規則 
 1.1 本⼤会は、「  セーリング競技規則 2021-2024  」(以下「RRS」という)に定義された規則  が適⽤さ 

 れる。 
 1.2 現⾏のSCIRA規則、「  国内及び国際選⼿権⼤会の運営規定  」（以下「RoC」）が適⽤される。 
 1.3 SI はNoR よりも優先する。これは規則 63.7 を変更している。 
 1.4 付則 Pが適⽤される。 
 1.5 付則 Tが適⽤される。 

 2 識別 [NP][DP] 
    艇は、主催団体（OA）より⽀給されたバウナンバーステッカーを、指定された位置(添付図1)に 

 貼付しなければならない。 

 3 競技者への通告とコミュニケーション                 
 3.1 競技者への通告は、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  に掲⽰される。 
 3.2   LINEオープンチャット  で参加登録した選⼿に情報を提供する。右のQRコードをスキャンするこ 

 とで招待が受けられる。競技者は識別のため登録名を、ヘルムスマンは、  セール番号（H）  、ク 
 ルーは、  セール番号（C）  とする。 

 URL    https://x.gd/TyQ1M      
 QRコード 

https://www.sailing.org/tools/documents/WSRRS20212024FinalwithChgsandCorrecns201113-[27417].pdf
https://drive.google.com/file/d/14EZLxE3U9KQ1EhWVQ7WSOVN20sJWojB-/view
https://www.racingrulesofsailing.org/documents/2299/event?name=2021
https://x.gd/TyQ1M
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 3.3   抗議、救済要求、成績照会、ジュリーへの質問、装備の交換、乗員の交代  などの⼿続きを⾏う⼊ 
 ⼒フォームは、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  の上部にある  ⻘⾊の＋ボタン  を押す事でアクセス 
 できる。 

 4 ⾏動規範[DP] 
 4.1 競技者および⽀援者はレース委員会からの合理的な要求に応じなければならない。 
 4.2   [NP][SP]  本⼤会は「健康管理に関するガイドライン」が適⽤される。 

 ⼤会 Web サイト   https://sites.google.com/view/2021snipejapan/  ホーム 

 5 帆⾛指⽰書の変更                            
 5.1   帆⾛指⽰書（以下「SI」という）の変更  は、それが発効する当⽇の最初のスタート予告信号予定 

 時刻の90分前までに  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  に掲⽰さる。 
 5.2  レース⽇程の変更  は、それが発効する前⽇の18:00までに  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  に掲⽰  さ 

 れる。 
 5.3  SIの変更あるいは修正は、SCIRA代表者の事前承認を得なければならない。 

 6 陸上で発する信号                                   
 6.1 陸上で発せられる信号は、葉⼭港管理事務所前にある信号柱に掲揚される。  LINEオープンチャッ 

 ト  で参加登録した選⼿に送信する。 
 6.2 ⾳響1声とともに掲揚される  Ｄ旗  は「 艇は、この信号が発せられるまで、ハーバーを離れてはな 

 らない」ことを意味する。また予告信号はD旗掲揚後40分より前には発せられない。 
 6.3 予告信号予定時刻の40分前までにD旗が掲揚されない場合、そのレースのスタートは時間の定め 
   なく延期されている。 
 6.4 陸上で  L旗  が掲揚された場合、「選⼿への連絡があるので、スマホかPCで  ⼤会公式掲⽰板（オン 
   ライン）  を⾒よ」を意味する。 
                       
 7 レース⽇程                                        
 7.1 レースの⽇程は、以下のとおりとする。 

 ⽉⽇（曜⽇）  最初のスタート予告信号予定時刻 

 12⽉9⽇（⽊曜⽇）  10:00 

 12⽉10⽇（⾦曜⽇）  10:00 

 12⽉11⽇（⼟曜⽇）  10:00 

 12⽉12⽇（⽇曜⽇）  10:00 

 7.2 1⽇に実施するレースは3レース以内とする。レースは引き続き⾏われる。 
 7.3 選⼿ブリーフィングを、予告信号予定時刻の90分前に⾏う。（別途指⽰される） 
 7.4 レースが間もなく始まることを艇に注意喚起するために、予告信号を発する最低5分以前にレー 

 ス委員会信号艇(以下シグナルボートという）に⾳響1声とともにオレンジ⾊のスタート・ライン旗 
 を掲揚する。これはRRSレース信号「オレンジ旗」を変更している。 

 7.5 レガッタ最終⽇は、13 :00 を超えて予告信号が発せられることはない。 
 7.6 本⼤会は10レースを予定する。 
 7.7 その他の⽇程 
       

https://sites.google.com/view/2021snipejapan/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
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 開会式  12⽉8⽇(⽔曜⽇)  17:30 〜17:45   （You Tube） 
 艇⻑会議  引き続き  （Zoom） 

                      
        閉会式・表彰式  12⽉12⽇(⽇曜⽇)  16:00 （予定）から   （You Tube） 

 8 クラス旗                                           
   スナイプ旗（⽩地に⾚⾊のシギ） 

 9 レース海⾯                                          
   添付図3にレース海⾯の位置を⽰す。 

 10 コース                                           
 10.1 添付図2に、各レグ間の概ねの⾓度、通過すべきマークの順序、それぞれのマークをどちら側に 

 ⾒て通過するかを含むコースを⽰す。 
 10.2 予告信号以前に、シグナルボートに、最初のレグのおおよそのコンパス⽅位を掲⽰する。 
 10.3 コース信号旗は予告信号の1分以前に⾳響信号1声とともに掲⽰され、スタート後10分間掲⽰さ 

 れる。 

 コース  W  O  T  W2  O2  T2 

 信号旗  W旗  O旗  T旗  W旗＋2旗  O旗＋2旗  T旗＋2旗 

 11 マーク 
 11.1 マーク1、2、3、3sおよび3pは、オレンジ⾊円錐形ブイとする。 
 11.2 ⾵上/⾵下コースのオフセット・マーク(1bis)は⻩⾊円柱形ブイとする。 
 11.3 スタート・マークは、スタート・ラインのスターボードの端にあるレース委員会の信号艇と、 

 ポートの端にあるレース委員会艇とする。 
 11.4 フィニッシュ・マークは、フィニッシュ・ラインのスターボードの端にあるレース委員会艇と 

 マーク1とする。W2、Ｏ2 、T2コースの場合は、ポートの端にあるレース委員会艇とスターボー 
 ドの端にある⻩⾊円柱形ブイとする。 

 11.5 SI 13.1に規定される新しいマークは、ピンク⾊円筒形ブイとする。 

 12 スタート                                        
 12.1 スタート・ラインは、スタート・マーク上で「オレンジ旗」を掲揚しているポールの間とする。 
 12.2 スタート信号後5分以内にスタートしない艇は、審問なしに「スタートしなかった（DNS）」と記 

 録される。この項は、RRS A5.1とA5.2 を変更している。 
 12.3 SI12.2 以外でスタート時にOCS、UFD及びBFDと記録された艇のバウナンバーをスタート信号後 

 5分後以降に、シグナルボートのスターンに掲⽰する。 

 13 コースの次のレグの変更                                  
 13.1  コースの次のレグを変更するために、レース委員会は新しいマークを設置し（またはフィニッ 

 シュ・ラインを移動し）、実⾏できれば直ぐに元のマークを除去する。その後の変更で新しい 
 マークを置き換える場合、そのマークは元のマークで置き換える。 

 13.2 レグの⻑さの短縮⼜は延⻑は、元のレグの⻑さの30%より⼤きくしない。これはRRS 33を変更し 
 ている。 

 13.3 レースの最初の⾵上レグの間に、⾵が「W」・「W2」コースが勧められない点まで増加した場 
 合、1マークのレース委員会運営艇に「Ｏ」または「Ｏ2」、あるいは「T」または「T2」の信号旗 
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 を掲揚し、コース・タイプの変更を⾏う。この場合、艇はオフセットマークを回航することなく 
 マーク2へ向かうことができる。ゲートマークは3Pの単独マークとなる。 

 13.4 「O」・「O2」・「T」・「T2」コースで最初の⾵上レグの間に⾵が減少したなら、1マークの 
 レース委員会運営艇に「W」または「W2」の信号旗を掲揚し、コース・タイプの変更を⾏う。こ 
 の場合オフセットマークは設置されない。艇はマーク1から直接マーク3へ向かうことができる。 
 ゲートマークは設置される。 

 13.5 レース中のコース・タイプの変更は、最初の艇がマークを通過または回航する前に、レース委員 
 会艇に反復⾳響信号と共に適切な信号旗を掲揚する。C旗は掲揚されない。これはRRS 33を変更 
 している。 

 14 スタート後のコースの短縮及びレースの中⽌                        
 14.1 コースの短縮は、レースにおけるレグの数が、少なくとも2回の⾵上レグを完了した直後にのみ、 

 コースを短縮することができる。これはRRS 32.1を変更している。 
 14.2 レースの最初のレグの間に、掲⽰した⽅位から20度以上の⾵向きの変化が持続する場合には、 

 レースを中⽌して再レースするか、または中⽌しなければならない。これはRRS 32.1を変更して 
 いる。 

 14.3 最初のラップの間に掲⽰した⽅位から40度以上の⾵向の変化が持続する場合には、レースを中⽌ 
 して再レースするか、または中⽌しなければならない。このラップとは、初めてのマーク3または 
 ゲート3s / 3pの回航、通過を意味する。これはRRS 32.1を変更している。 

 14.4 レース中に許容される最⼤⾵速（23ノット）が、連続して3分間以上超える場合、レースは中⽌さ 
 れなければならない。3分未満であっても、繰り返しのある強いガストが⾵域の限界を超える場合 
 は、中⽌することができる。これは、RRS 32.1を変更している。 

 15 フィニッシュ                                        
 フィニッシュ・ラインは、スターボード（W2、Ｏ2またはT2のコースの場合はポート）の端にあ 
 るフィニッシュ・マーク上の「⻘⾊旗」を掲揚しているポールと、ポート（W2、Ｏ2またはT2の 
 コースの場合はスターボード）の端にあるフィニッシュ・マークのコース側の間とする。 

 16 ペナルティー⽅式     
 16.1SPを課された艇の得点は「DNF」の得点より悪くなることはない。            
 16.2 RRS Pは、P1.2の「セール番号」を「バウナンバーまたはセール番号」に変更して適⽤される。 
 16.3 標準ペナルティー  [SP]  を課された艇は、得点略語「STP」を⽤いて記録される。これはRRS  A10 

 を変更している。標準ペナルティーのリストは、12⽉8⽇の13:00 までに  ⼤会公式掲⽰板（オンラ 
 イン）  に掲⽰される。 

 16.4 プロテスト委員会は  裁量ペナルティー[DP]の⽬安（ガイドライン）  を、12⽉8⽇の13:00  までに  ⼤ 
 会公式掲⽰板（オンライン）  に掲⽰する。                   

 16.5 RRS T1に基づく「レース後ペナルティー」を履⾏した艇は、得点略語「  PRP  」を⽤いて記録  され 
 る。これは、RRS A10を変更している。 

 17 タイム・リミット                                  
 17.1 タイム・リミットとフィニッシュ・ウィンドウ、及びターゲット・タイムは、以下のとおりとす 

 る。これはRoC 5.1及び12.2を変更している。 

 1ラップの 
 タイム・リミット 

 タイム・リミット  フィニッシュ・ウィンドウ  ターゲット・タイム 

 40分  90分  20分  50〜65分 



 帆⾛指⽰書 Ver.2   2021/12/8 

 17.2 1ラップのタイム・リミット内に1艇もマーク3を回航、またはゲート3s / 3pを通過しなかった場 
 合、レースは中⽌される。これはRRS 32.1を変更している。 

 17.3 ターゲット・タイムどおりにならなくても、救済要求の根拠とはならない。これはRRS 62.1(a)を 
 変更している。 

 17.4 最初の艇がコースを帆⾛してフィニッシュした後、フィニッシュ・ウィンドウ内にフィニッシュ 
 しない艇、またはスタート後110分以内にフィニッシュしなかった艇、いずれか短い⽅の艇は審問 
 なしに「フィニッシュしなかった（DNF）」と記録される。これはRoC 12.2、RRS 35、A4およ 
 びA5を変更している。 

 18 審問要求                                   
 18.1 抗議および救済または審問再開の要求は、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  の上部にある  ⻘⾊の＋ 

 ボタン  を押す事でアクセスできる。  抗議書（審問リクエスト）フォーム  に記⼊のうえ、オンライ 
 ンで提出しなければならない。 

 18.2  抗議締切時刻  は、その⽇の最終レースに最終艇がフィニッシュした後、またはレース委員会が、 
 「本⽇はこれ以上レースを⾏わない」という信号を発した後、どちらか遅い⽅から60分とする。 

 18.3 審問の当事者であるか、または証⼈として指名された競技者に、  Zoom審問の予定  を知らせるた 
 め、抗議締切時刻後20分以内に通告を  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  に掲⽰し  、  その艇のヘルム 
 スマンに  Eメールで連絡する  。Zoom審問は下記 URLのZoom審問室にて、掲⽰された時刻に始め 
 られる。  https://us06web.zoom.us/j/89950084417 

 18.4 レース委員会、テクニカル委員会またはプロテスト委員会による  抗議の通告  を、RRS 61.1(b)  に基 
 づき艇に伝えるために  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  に掲⽰し、その艇のヘルムスマンに  Eメール 
 で連絡する。 

 18.5  RRS 42違反  に対するペナルティーを課せられた艇のリストは  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  に  掲 
 ⽰し、その艇のヘルムスマンに  Eメールで連絡する。 

 18.6 SI及びNoRの規則で  [SP]  または  [DP]  の記された規則、クラス規則、RRS Gの  規則およびRRS 77 
 の違反に対するペナルティーは、プロテスト委員会の裁量により失格より軽減することができ 
 る。 

 18.7 規則 64.4（b）に関する事項の「責任ある機関」は本⼤会のテクニカル委員会である。 
 18.8 ⼤会計測規定、クラスルールまたは [DP]および [SP]とマークされた NoRまたはSIの違反に対する 

 ペナルティは、プロテスト委員会の裁量でペナルティが決定する。艇は、これらの違反に関する 
 審問より前に、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  の上部にある  ⻘⾊の＋ボタン  を押す事でアクセス 
 できる。  ペナルティー報告フォーム  に⾃ら違反 したことを記⼊して提出することで、「スポーツ 
 マンシップと規則」に定められたスポーツマンシップ の基本原則に従うことができる。 

 18.9 レガッタ最終⽇では、  審問再開の要求  は、次の時間内に  オンラインで提出  しなければならない。 
 (a)  要求する当事者が前⽇に判決を通告された場合には、抗議締切時間内。 
 (b)  要求する当事者がその当⽇に判決を通告された後20分以内。この項は、RRS 66を変更している。 
 18.10 レガッタ最終⽇にはプロテスト委員会の判決に対する救済要求は、判決の掲⽰から20分以内でな 

 ければならない。これは、RRS 62.2を変更している。 

 19 得点                                           
 19.1 レガッタが成⽴するためには、シリーズの3レースを完了させることが要求される。 
 19.2 艇のシリーズが4レース以上9レース未満しか完了しなかった場合、艇のシリーズの得点は最も悪 

 い得点を除外したレースの得点の合計とする。 
 19.3 艇のシリーズが9レース以上完了した場合、艇のシリーズの得点は最も悪い得点から順に２つの得 

 点を除外したレース得点の合計とする。 
 19.4 艇は掲⽰された得点に誤りがあると判断した場合、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  からアクセス 

 できる  成績照会フォーム  をレース委員会に提出する事で得点及び、成績の訂正を要請する事が出 
 来る。 

https://www.racingrulesofsailing.org/protests/new?event_id=2299
https://us06web.zoom.us/j/89950084417
https://www.racingrulesofsailing.org/penalty_reports/new?event_id=2299
https://www.racingrulesofsailing.org/protests/new?event_id=2299
https://www.racingrulesofsailing.org/scoring_inquiries/new?event_id=2299
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 20 安全規定 [NP] [DP]          
 20.1  [SP]  出艇する前に、各艇はタリーボードから⾃艇の⻩⾊タリーカードを取り、⽩⾊を残して 

 チェックアウトをしなければならない。着艇する際には、各艇は着艇後速やかに、抗議受付締切 
 時刻までに、タリーボードに⾃艇の⻩⾊タリーカードを返却して、チェックインしなければなら 
 ない。 

 20.2  [SP]  タリーによるチェックアウトは、各⽇の最初のレースのスタート予告信号予定時刻の80  分前 
 から受け付ける。その⽇の再出艇の場合は再度タリーボードにより、チェックアウト・チェック 
 インしなければならない。 

 20.3 レースを途中でリタイアする艇（RET）は、頭上に両腕でバツ印を作ることにより、できるだけ 
 早く運営船に伝えなければならない。 

 20.4 リタイア報告書の提出 
 レースに参加しない艇（DNC）（DNS）レースを途中で⽌めた艇（RET)、フィニッシュ後にリタ 
 イアした艇（RET)は、速やかに  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  から  リタイア届けフォーム（  ペナ 
 ルティ報告フォーム  で代⽤  ）  を⼊⼿し、オンラインでレース委員会に提出しなければならない。 

 20.5 レース委員会⼜はプロテスト委員会は、艇が安全に帆⾛できないと判断した場合は、リタイアを 
 勧告することができる。また、艇が緊急救助を必要とするような危険な状態と判断した場合は、 
 強制的に救助活動を⾏うことがある。この場合、艇からの救済の要求は認められない。これは 
 RRS 60.1(b)を変更している。 

 20.6 救助を求める必要がある場合には、⼿のひらを広げて振り、その意思を表すこと。救助の必要が 
 ない場合には、こぶしを握って振ること。 

 21 乗員の交代と装備の交換 [NP]                               
 21.1 参加申込にてエントリーしたヘルムスマンの交代は許可されない。 
 21.2 レース委員会が納得する理由を除いて、同じクルーが全てのレースで乗艇しなければならない。 

 やむを得ない事情でクルーの交代を要求する場合は、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  からアクセ 
 スできる  乗員の交代申請フォーム  に記⼊のうえ、送信する事でレース委員会に提出しなければな 
 らない。許可を得た後でなければ交代することはできない。⼀度交代したクルーはレースに復帰 
 できない。 

 21.3  [DP]  損傷または紛失した装備の交換は、レース委員会の承認なしでは許可されない。交換の要  請 
 は、最初の妥当な機会に、  ⼤会公式掲⽰板（オンライン）  からアクセスできる  装備の交換申請 
 フォーム  に記⼊のうえ、送信する事でレース委員会に提出しなければならない。 

 22 装備と計測のチェック [NP] [DP]                                  
 艇または装備は、クラス規則とSIに従っていることを確認するため、いつでも検査されることが 
 ある。⽔上で艇はレース委員会またはテクニカル委員会のメンバーにより、検査のために直ちに 
 指定したエリアに向かうことを指⽰されることがある。艇はこれらの指⽰に従わなければならな 
 い。 

 23 運営艇                                           
 運営艇の識別旗は以下のとおりとする。 

 運営艇  レース委員会  プロテスト委員会  テクニカル委員会  メディア 

 識別旗  ピンク⾊旗  ⽩地に⿊字でJURY  ⽩地に⿊字でT  ⽩地に⿊字で 
 MEDIA 

 24 ⽀援艇 [NP] [DP]                                     
 24.1 ⽀援艇は、レース委員会事務局から⽀給された識別旗（緑⾊旗）を掲揚しなければならない。 

https://www.racingrulesofsailing.org/penalty_reports/new?event_id=2299
https://www.racingrulesofsailing.org/penalty_reports/new?event_id=2299
https://www.racingrulesofsailing.org/crew_substitutions/new?event_id=2299
https://www.racingrulesofsailing.org/equipment_substitutions/new?event_id=2299
https://www.racingrulesofsailing.org/equipment_substitutions/new?event_id=2299
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 24.2 ⽀援艇は、準備信号の時刻から全ての艇がフィニッシュもしくはリタイアするか、またはレース 
 委員会が延期、ゼネラル・リコールもしくは中⽌の信号を発するまで、添付図4のスタート・エリ 
 ア及び、艇がレースで帆⾛することが予想される範囲の50ｍ外側にいなければならない。 

 24.3 スタート信号後、⽀援艇はフリートについて⾏くことはできるが、コースのポート側のみで、 
 マークから50ｍ外側にいなければならない。 

 24.4 レース委員会艇にV旗が掲揚された場合、すべての⽀援艇は救助活動に協⼒しなければならない。 
   この場合、SI 24.2、24.3は適⽤されない。これはレース信号V旗およびRRS37を変更している。 

 25 ゴミの処分                                         
 ゴミは、レース中を除き⽀援艇または運営艇に渡してもよい。 

 26 無線通信 [NP] [DP] 
 緊急の場合を除き、レース中の艇は、⾳声やデータを送信してはならず、かつ、全ての艇が利⽤で 
 きない⾳声やデータ通信を受信してはならない。この制限はモバイル・フォンにも適⽤される。 

 27 賞および後続⼤会への参加資格                              
 27.1 上位6チームを表彰する。 
    優勝    優勝杯（持ち回り）賞状 
    2位〜3位  賞状と賞品 
    4位〜6位  賞状  
 27.2 上位7位までのスキッパーには2022年のSCIRA世界選⼿権⼤会のシード権を与える。 
 27.3 上位5位までのスキッパーには2022年の全⽇本選⼿権⼤会のシード権を与える。 

 28 責任の否認                                         
 このレガッタの競技者は⾃分⾃⾝の責任で参加する。RRS 4『レースをすることの決定』参照。 
 主催団体は、レガッタの前後、期間中に⽣じた物的損害または⼈⾝傷害若もしくは死亡によるい 
 かなる責任も負わない。 

 29 保険 [NP] [DP]                                          
 競技者は、有効な第三者賠償責任保険に加⼊していることを推奨する。 

 30 ドーピング・コントロール 
   本レガッタは、⽇本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象⼤会であ 

 る。対象者はJADA検査員他関係者の指⽰に従わなければならない。 

 SCIRA代表 ⻄居基晴 
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 添付図1    バウNo. ステッカー貼付位置 

 添付図2    コース図 
 ⾵上/⾵下コース    トライアングル/⾵上/⾵下コース    ２つのトライアングル 
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 ※潮汐表 

 12/9(⽊) 中潮  12/10(⾦) ⼩潮  12/11(⼟) ⼩潮  12/12(⽇) ⼩潮 

 満潮  ⼲潮  満潮  ⼲潮  満潮  ⼲潮  満潮  ⼲潮 
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